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物価（株価）の番人は株安でも利上げするのか？インフレでも利下げできるのか？

出所：Twitter



ドルインデックス先物（日足）11月にピークアウト！？

2出所：stooq



ユーロ/ドル（日足）（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）

3出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ポンド/ドル（日足）（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）

4出所：楽天MT4・石原順インディケーター



FT100CFD（日足）（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）

5出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ドルインデックス VS 米5年実質金利

6出所：ゼロヘッジ



ドル/円（日足）（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）

7出所：楽天MT4・石原順インディケーター



ドル/円の1月のシーズナルパターン

8出所：トレーダーズアルマナック（パンローリング）



ドル/円の年間シーズナルパターン

9出所：投資アノマリーカレンダー2022（パンローリング）



米10年国債金利（週足）

出所：筆者作成 10



米10年国債金利のシーズナルパターン 株の調整は？景気後退はいつ！？

出所：投資アノマリーカレンダー2022（パンローリング） 11



12

グリーンフレーション

出所：Twitter
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出所：Twitter
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出所：Twitter
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アメリカのニクソン大統領は、１９７１年７月１５日、突然、
来年の中国訪問を発表し、世界中を驚かせた。米中関係の改善の
動きは、その前月、大統領特別補佐官キッシンジャーが密かに中
国を訪問したことから始まっていた。キッシンジャーは周恩来と
会談して、米中関係の改善、ニクソンの訪中を打診し、同意を取
り付けていたのだった。

ニクソンはベトナム戦争終結を模索し、当時はベトナムを支援
していた中国に接近して和平の道を探ること、また中国と対立し
ているソ連を牽制することができる、と考えた。また、キッシン
ジャーの新しい勢力均衡論、つまり米ソの二極対立の時代は終わ
りソ連・欧州・日本・中国・アメリカの五大勢力が相互に均衡を
保つことによって世界の安定を図るという考えを採用したもので
あった。

中華人民共和国では毛沢東の進めるプロレタリア文化大革命が、
１９６６年の開始以来、すでに５年か経過していたものの、キッ
シンジャーの訪中の直後に林彪が反旗をひるがえし、クーデタを
起こそうとして失敗するという事件が起き、不安定な状況が続く
中、中ソ対立が深刻となり、中ソ国境紛争が起こっているほど
だった。中国にとってはアメリカとの関係を改善することは、ソ
連に対する牽制の意味があった。

出所：Twitter



NY原油CFD（日足）（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）

16出所：楽天MT4・石原順インディケーター



17出所：Twitter



1949 年以降、S&P500 の中間選挙年のシーズナルパターン

18

Morgan Stanleyは市場
の行く末について、は
るかにネガティブな見
方をしている（ゴール
ドマンの目標株価5,100

に対して2022年末まで
に4,400まで下落）が、
同行はゴールドマンの
「悲惨な横ばい観」に
同意している。

出所：トレーダーズ・アルマナック（パンローリング）



FRBの金融引き締めとバブル崩壊

出所：ゼロヘッジ 19



20

GFC（リーマンショック前の状況）

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）
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GDP（国内総生産）に対する米国の財政赤字の割合FRBのバランスシートはGDPの42%の水準まで拡大

リーマンショック前よりはるかに酷い

出所：ゼロヘッジ



ドットコムバブル崩壊とリーマンショック直前の米国のイールドカーブ（2000年・2008年）

出所：ストックチャーツ
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2022年1月18日現在の米国のイールドカーブ

出所：ストックチャーツ
23


